安嶋さん
近況報告（有田旅行）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田嶋紀雄
11月21日～23日まで九州有田へ行ってきた。美知子が有田焼に興味があり丁度陶磁器まつりが開催されるので掘り出し物があるからと、紅葉の時期でもあるし撮影を兼ねて行くことにした。初日7時47分に新神戸を出て10時過ぎに博多到着。ここでレンタカーをするのだが外人客がおり順番待ちで借りれたのが殆んど11時近くになった。そこから最初の撮影予定場所「雷山千如院」に着いたら12時過ぎていた。美知子の手作りの弁当の時間。いつもお弁当を作ってくれる。食後早速撮影に取り掛かる。1時間程撮影をして「有田」へ。運転は全て彼女が担当で遅くなったら店が閉まるので陶器を見たり選んだりする時間が無くなると機嫌が悪くなるのを、明日一日ゆっくり見れると慰め慰めしながら進む。途中で彼女が眠くなり運転を交代し安全運転優先で４時前に目的の「福寿窯」に到着した。以前にも来たことがあり今回も葉書を貰っておりプレゼントを貰ったり、掘り出し物探しで気に入った皿があって購入した。今夜の宿は嬉野温泉で５時到着の予約なので本日は終了し温泉へ。所が食事の時間が旅館の都合で6時と7時からと言われそれならもっと陶磁器の店を見ておくのだったと残念がる。
嬉野は「茶心の宿和楽園」で面白い経験をした。夕食の時にすり鉢に茶葉が入っておりこれを擦りつぶして料理に掛けて下さいと言う。刺身でも何でも美味しく頂けますよと言う。試してみたが私はそれほど感じなかったが彼女は茶の香りがして良かったようだ。風呂上がりに旅館の前にバーがあり「お茶券」を貰ったからと彼女がバーに行きたがるので行ったら、薄暗くて落ち着いた感じのカウンターがあり爺さんが二人飲んでいた。「冷茶サービス」があり彼女はアルコールが全然ダメだしそのまま帰るのも気が引けて「冷酒茶カクテル」なるものを注文した。強い日本酒ベースに茶葉粉を合わせたカクテルで淡い感じのカクテルだった。
次の日朝一番に「源右衛門窯」へと付き合った。9時にはか可なりの人出で賑わっていた。そこで色々アウトレットの掘り出し物を選んで気に入ったのを購入し、続けて陶磁器の商店が2㎞あまり並ぶ通りまで彼女を送り、私は撮影に出かけるが待ち合わせ時間を午後4時にした。大イチョウや近隣の紅葉を撮影後、武雄「御船山楽園」移動したら既に駐車場は満員でかなり離れた臨時駐車場まで導かれる。如何なる事かと思っていたらシャトルバスのサービスがあり助かった。2時も過ぎ次の場所まで行けるかどうか迷ったが有田に戻る方向だし「竜門峡」まで行き、撮影も簡単に済ませ何とか時間までに「陶磁器通り」に戻る。彼女は10時～4時まで6時間、昼の食事の時間を除き陶磁器の店を一つ一つ覗き掘り出し物を探し歩き続けたとか。その熱心さに驚かされる。気に入った物があったようで満足であったらしい。
そのまま唐津のホテルへ。唐津のホテルで街のレストランを紹介してもらい出かける。呼子の「烏賊の活つくり」にあり着けて幸せだった。翌朝呼子の朝市に行く積りだったが店主の話で日曜日だと渋滞で何時間かかるか分からないよと言われ諦めることにした。翌朝は「環境芸術の森」と言う「人間に必要なのはきれいな空気と水でそれを作る森の美しさを守りたい願いから人工的に手を加えて作られた森」である。9時開園で9時前に到着したが駐車場は既に満員で何とかうまく滑り込めた。2時間程撮影をした。博多には5時で時間があるので帰り道の「白糸の滝」に立ち寄って博多に戻ろうと出発したが出口からの坂を下るだけでこちらに登ってくる車がものすごい渋滞となっていた。細いくねくね道でおまけに観光バスが曲がれなくて角ごとに車を移動させながら下ったので1時間近くかかり昨夜の店の主人が言っていた渋滞の酷さを実感した。これだと夕方までかかるなと言いながら横目で渋滞を眺めながら「白糸の滝」は諦め博多へ戻ることにした。博多に着いて重い荷物を二人で4個、2時間余りを過ごすのに困った。コインロッカーは全て埋まっており預かり場所を探して「〇い〇い」に見つけて預けた。1個500円と1000円で2500円と随分高くなったものだと驚く。
今回切符やレンタカー屋旅館の予約資料などは注意をして忘れなかったが、３脚を忘れたのは仕方がないとしても、重い望遠レンズやワイドレンズを携えながらカメラへのアダプターを忘れレンズ交換が出来なくて情けなくなった。歳と共に忘れ物が多くて困る。然し何とか楽しい旅行が出来た。
腰痛を抱えているがゆっくり歩けば何とかなった。動けるうちが幸いと痛感している。

